
   

 
『ゼロカーボンシティ実現に向けた共創推進に関する連携協定』の締結について 

 

 

2022 年 6 月６日 
東京電力パワーグリッド株式会社渋川支社 

 
 
 

群馬県利根郡片品村（村長：梅澤 志洋、以下、「片品村」）および東京電力パワーグリッド株式会社
渋川支社（支社長：黒田 英嗣、以下、「東電ＰＧ」 ）は、本日、「ゼロカーボンシティ実現に向けた共創
推進に関する連携協定」（以下、「本協定」）を締結しました。 

 
本協定は、片品村におけるゼロカーボンシティの実現に向けて、環境・エネルギーの分野において、連携を強

化することにより、相互の強みを最大限活かし、地域課題の解決に協働して取り組み、脱炭素なまちづくり並び
に持続可能な社会構築を推進するものです。 

なお、自治体と一般送配電事業者がゼロカーボンシティに関する協定を締結するのは群馬県内で初の取り
組みです。 
 

＜連携事項＞ 
（１） 省エネ推進に向けた取組に関すること 
（２） エネルギーの地産地消、面的利用等の推進に関すること 
（３） 再生可能エネルギー等の利活用及び導入拡大に関すること 
（４） 脱炭素化に向けたエネルギーへの転換（電化等）に関すること 
（５） レジリエンスの強化に関すること 
（６） 尾瀬を代表する豊かな自然環境が持つ多面的機能の維持・向上に関すること 
（７） 生物多様性の保全に関すること 
 
 
片品村および東電ＰＧは、本協定の締結を契機に、様々な分野でも連携を図ることで、脱炭素社会・サス

テナブルな社会を目指すとともに、2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて、主体的・総合的に取り組んで
まいります。 
 
 
 
＜別紙１＞ゼロカーボンシティ実現に向けた共創推進に関する連携協定書 
＜別紙２＞ゼロカーボンシティ実現に向けた共創推進に関する連携協定締結式 
 

以上 
 

 
 
 
 
 

本発表内容に関する報道関係者の問い合わせ先 
東京電力パワーグリッド株式会社 群馬総支社 広報・渉外担当 金井 TEL：027-898-4500（直通） 

              渋川支社  渉外担当    金井 TEL：0279-51-5020（直通） 

 



＜別紙２＞ 

ゼロカーボンシティ実現に向けた共創推進に関する連携協定締結式 
 

 
 

左から、黒田渋川支社長(東電 PG) 梅澤村長（片品村）】 
 

以上 




